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旧復興が進み、仮設住宅に入居している被災者も殆ど
現地に戻り郷里での新しい生活に戻っております。
　ほとんど他クラブからの支援ですが、 7月～ 9月に
かけて支援事業は次の通りです。
・7／31㈪　伊丹有明ＲＣより南三陸新庁舎ロビーに、

大型テレビ寄贈　贈呈式：仮庁舎にて10：30～
・8／20㈰　南三陸町沼田地区にて、自治会による盆

踊り大会（検討中）
・9／14㈭　川崎大師ＲＣより南三陸町あさひ幼稚園

に「グラビノーバ」寄贈　贈呈式：あさひ幼稚
園にて、贈呈式終了後、佐沼クラブの例会に出
席予定

・パスト会長会（岩渕正彦代表幹事）
　今年度のパスト会長会は、歴代パスト会長より過去
の経験やら歴史を謙虚に聞いて、高橋利光年度の活動
に参考になれば助言したいと思います。又、パスト会
長会と新年度三役で食事会を設けたいと思っています。
・組織制度改革検討委員会（遠藤光則委員長）
　歴史ある佐沼ロータリークラブの60周年に向けて、
組織・財政の見直しなどを行うことを目的とする。
　会長経験者で構成される当委員会は、執行部と密接
に連絡をとり、要請があれば速やかに委員会を開き協
議を行う。具体的には以下の10項目を掲げる。
1．年会費の値上げに伴う予算配分の検討
2．60周年に向けた組織準備委員会設置の検討
3．親睦行事の収入支出の検討
4．地区内外行事への参加に関する収支の検討
5．各委員会の行事の検討
6．名誉会員制度設置の検討
7．会員満足度アンケートの実施
8．新入会員入会時の票決制度の見直し
9．家族がロータリークラブに新規入会する際の入会
金の検討
10．その他（プログラムにメンバーの広告掲載等）
◎懇親会（司会：佐々木淳委員）
○乾杯（乾杯の発声：猪股育夫ガバナー補佐）
　みなさん、おばんでございます。
　今日は、高橋利光会長がサーモンピンクのジャケッ
ト、奥様方が浴衣姿あり、ハワイのアロハシャツあり
と納涼例会に相応しい雰囲気であります。
　佐沼ロータリークラブの誕生は 7月 9日であります。
生まれた年は1964年（昭和39年）の東京オリンピック
が開催された年です。そういった訳で、佐沼ロータ
リークラブにとって今月は53歳の年ということになり
ます。会員、会員夫人、そして佐沼ロータリークラブ
がこれからも益々発展しますようにご唱和願います。
　乾杯！！
○「スーパードライブ」の演奏
○閉会のあいさつ（菅原慶一副会長）
　今宵は、歌に踊りに非常に楽しい集いでありました。
大畑好司親睦活動委員長はじめ、委員の皆様ほんとう
にご苦労様でした。大きな拍手をお願いします。偏に
高橋利光会長の性格がそのまま出たのではないかと感
じております。
　今年度、この会長を盛りたてながら一年間頑張りた
いと思っておりますので、よろしくお願い致します。

・ロータリー財団委員会（佐藤敬喜委員長）
　公益財団法人ロータリー財団は、ロータリーの奉仕
理念に基づき、人々の健康状態を改善し、教育への支
援を高め、貧困を救済する事を通じて、世界理解、親
善、平和を達成できるようにする事を目的としている。
　公益目的事業の趣旨は、
1．個人が海外留学する為、若しくは海外から日本へ
留学する為の奨学金（グローバル補助金に於ける奨
学金）及びロータリー平和フェローシップの付与
2 ．非営利財団法人である国際ロータリーのロータ
リー財団の活動を支援する為の寄付金の提供。
　以上、達成する為には、佐沼ロータリークラブ、
ロータリー財団は「財団への寄付」をする。この使命
に沿って活動し、具体的には下記の通りです。
1．国際ロータリー財団年間活動への協力と理解
2．地区財団セミナーへの参加
3．財団への寄付について
　ａ．年次基金に会員一人平均100ドル寄付する。
　ｂ．各会員が20ドル以上寄付し、財団を支援する。
4．ポリオプラスプログラム協力の継続（1人約2千円）
5．クラブ奉仕活動に関連する地区補助金申請の手伝
いと協力、クラブのイメージアップを計り、クラブ
の方々によるご支援を期待致します。
　毎月 1回、お願いに参りますので、ご協力の程よろ
しくお願い致します。
・米山記念奨学会委員会（佐々木源悦委員長）
　公益財団法人ロータリー米山記念奨学会とは、日本
に在留している私費外国人留学生に対し、日本全国の
ロータリアンの寄付金を財源として奨学金を支給して
支援する、民間では日本最大の奨学団体です。
　65年の歴史があり、これまで19,197人（2016年 7 月
現在）に支援しております。
　佐沼ロータリークラブでも、これまでに累計で普通
寄付6 , 9 3 9 , 0 5 0円、特別寄付9 , 9 5 1 , 0 0 0円の合計
16,890,050円の寄付をしております。
　今年度も会員皆様のご協力を頂き、委員会活動をし
ますのでよろしくお願いします。
1 ．例年通り会費より、会員一人当たり4,000円の普
通寄付をいたします。
2．留学生の採用方法の変更で、特別寄付の口数が加
わりましたので、1,000円以上の特別寄付をお願い
致します。
3．米山奨学生との交流を図る。
　今年一年間よろしくお願い致します。
・青少年奉仕委員会（千葉正宏委員長）
　今年度の事業計画は例年通りの 6事業とします。
1．少年少女野球大会（昨年同様、手作りうどん提供）
2．少年少女剣道大会（周年記念大会）
3．青少年善行者表彰
4．ボーイスカウト活動への協力と助成
5．青少年交換プログラムへの協力
6．インターアクト設立に向けた調査
　スリムな大会運営を心掛け、持続可能な奉仕活動を
計画し実行します。会員の関わりがより深まるよう一
年間活動します。
・復興支援特別委員会（阿部泰彦委員長）
　東日本大震災から 6年が経過し、被災地も急速に復
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・本日の出席率　92.59％

・高橋利光会長　今夜は、納涼例会です。会員はじめ
多くのご夫人に参加していただき、ありがとうご
ざいました。大いに楽しんで下さい。

・江川元徳会員　1991年ノーベル平和賞受賞のミャン
マーのスー・チー女史が政権をとった後、同国の
少数民族がなお迫害されている。不公平、不真実、
平和ではない。四つのテスト不合格。

・髙田次雄会員　うしの日、うなぎ食しましたか。う
なぎで暑さを凌ぎましょう。

・山田正幹事以下　出席者全員よりいただきました。
　　　以上、ありがとうございました。

　皆さん、こんばんは。
　先週末に行われました「佐沼夏祭り」に、佐沼ロー
タリークラブ・レディース会として踊りに参加して参
りました。あいにく小雨が降る中でしたが、総勢10人
というまとまった人数になり、大変楽しい思い出にな
りました。
　やはり、お祭りは阿波踊りにあるように「踊る阿呆
に見る阿呆、同じ阿呆なら踊らにゃ損損」です。参加
するのに限ります。皆様も機会があれば是非参加して
下さい。女性会員の皆さんやレディース会の皆さん、
そしてお手伝いや手ほどきをいただいた皆様に感謝い
たします。
　本日は楽しい「納涼例会」です。大畑好司委員長は
じめ親睦活動委員会の方々には、準備・設営など大変
お世話になりました。今晩は大いに楽しんで下さい。

・川崎大師ＲＣより、クラブ委員会活動計画書が届く
・佐沼高等学校ＥＴＡより、総会資料が届く
・「ザ・ロータリアン誌」が届く

・国際奉仕委員会（及川昭宏委員長）
　ロータリーにおける数多くの奉仕活動の中で国際奉
仕は最も美しい花だと言われている事業です。しかし、
その評価とは裏腹に、皆様が参加するというのはなか
なか難しいところがあり、一部の限られたロータリア
ンの活動分野であって、一般のロータリアンにとって
は縁遠い存在であると考えている人も多いようです。
　今年度は、ロータリーでの国際奉仕の概念の確認と
様々な事業への積極的参加を啓発したいと考えます。
1．台北西門ＲＣとの姉妹クラブ交流
2．ポリオ撲滅運動への支援（財団への寄付が中心）
3．国際大会への参加（カナダ・トロント）
4．国際レベルでの災害への支援活動（義援金が中心）
5．その他、海外支援活動に関する事項
　2520地区のセミナーで、危機管理委員会の設置につ
いて藤﨑三郎助ガバナーより説明があり、当地区では
来年度には、国際奉仕委員会のもと設置することを考
えておられるようです。
・姉妹クラブ委員会（岩渕正彦委員長）
　今年度は、会長の強い意向により姉妹クラブ・友好
クラブに積極的に訪問したいと思います。
　又、これからも友好クラブに成りそうなクラブが有
れば、積極的に交流し、友情を深めクラブ全体で活動
し友好クラブにしていきたいと思います。
　例えば、テキサス・サウスレイクなど家族ぐるみで
交流出来たら良いなと思います。

本日の出席率

ニコニコボックス

会長要件 高橋利光会長
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幹事報告 山田正幹事

クラブ協議会 （担当：山田正幹事）その 4
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● 臨時理事会議事録（7／20）●● 臨時理事会議事録（7／20）●

◦協議事項
　⑴九州北部豪雨災害義援金について

1,000円×52名＝52,000円を送金する。
　⑵新入会員の委員会所属について
　　　二階堂恭子会員：Ｓ－ＢＯＸ・青少年奉仕委員会
　⑶登米市産業フェスティバル参加出展について
　　　担当は社会奉仕委員会、申請を進めている。早急に関連する委員会で合同委員会を開催する。
　⑷新入会員とレジェンド会員との交流会について

大変良いアイディアなので、内容を検討し夜間例会のない月に実施する。主管は理事会とする。
　出席者（８名）

　高橋利光　熊谷敏明　小野寺伸浩　及川昭宏　冨士原裕子　佐藤早智子　千葉正宏　山田　正

特別オーダージャケットで挨拶する会長 猪股育夫ガバナー補佐の乾杯

「スーパードライブ」バンドのオールディーズ演奏 モテモテの遠藤光則会員

最古参の鈴木彦太会員を囲んで

デュエットで憧れのハワイ航路

素晴らしいレディース会の「いつでも夢を」のコーラス 山田正幹事も自慢のノドを披露

〆は新婚の山田正・久子夫妻の「手に手つないで」 熱唱菅原慶一副会長

生演奏の歌とダンスで盛り上がりました

納涼夜間例会

サーモンピンクの似合う高橋利光会長 浴衣で指揮をする冨士原裕子会員
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